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スズメ PassermontanussaturatusSTEJNEGER

の繁殖,給餌ならびに探餌活動に関する

生 態 学 的 研 究

渡 部 尚 久*･安 江 安 宣

スズメ PassermontanussaturatusSTEJNEGF.R は人間の最も身近かにいる野鳥であ

F),特に膿業にとってかかわりあいが深いにもかかわらず,その生態はさほど知られてい

ない,スズメの益富を論じる場合.また管理防除を行なう場合,特に食性に閑適した生態

学的研究が必要とされる,

E]本に生息するスズメ櫛 (Passer屈)には2種 3二敢種がある.すなわちスズメ Passer

montanussaturatusSTEJNEGER, カラフ トスズメ PassermontanuskaibatoI M UN-

sTFJTuTJELM およびニュウナイスズメ Pusserrutilansrutllans(TEMMINCK) である.

このうちスズメは北海道をC/)ぞく日本全土に分布無赦し,カラフトスズメ(/i北海道以北に

'Ji息している, また,ニュウナイスズメほ北海道 および 本州中部以北の山地の森林中で

軒推し,秋に折れを なして本州の平地,八丈島,九州,奄美大島などに 飛来する (小林

1954).従って岡山県で軒的しているのはスズメ PassermontanussaiuraiusSTEJNEGER

のもである.

スズメの先駆的な研究は当時の鎧鵬頗省技師であった内出ら (1922)の行なった鳥既調

査繊告においてである. 内山らほ,各地から舶めた スズメの'E31内容物を調べ益害を論じ

た.つまり,繁殖期 (膏からIl)は 醤虫を 多く氏しているので,むしろ 触滋すべきであ

り.秋は宵の面があるので間引く凝度の調掛 土必要であるが,全滅させることはかえって

人閲にとって不利i･こなると記している.

千羽 (1962)はスズメを庭邦に入れ稲の健子C)1,tf食状況を調査し,上uEr,(1965)も類

似の共蚊を行なっており,忌避剤などの効果を横走している.スズメに対jーる忌避剤につ

いては,他に河余 (1971),山下 (1965,1967),金谷 (1966)らの研究がある.

また楠本 (1962)は羽色の迎いなどによる'iL･1齢の戯別を試みており,性の曲別を外部形

適から行なうことは不付値てあるとL,松山ら (1969)はそれを支持する結果を得た.宮

崎 (1962)ほてズメのn,lほ 始め時刻について周年放射を行ない,白附 (1959)は千 l)トリ

-に関して軸/[]J=した.Tsuneki(1966)は社会行動について論じた.

Hasegawaら (1967),Itoi--A(1968)は7メ1)カシロヒ トリ1ZyphaniriacuneaDRURY

の生命表を作る作l業で,ススメやシジュウカラParusmajorminorTEMMINCK&ScH-

LEGEL が7ノリカシロヒト.)の埴稚抑制に起草であるという観鰯を行なっている.

TIL..柾であるカラフ トスズメについては阿部 (1965,1969)が食性に重点をおいた研究を
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行なっている.またヨ-ロノバに分布する亜種 Tree Sparrow串.Passe7.m.mOnlanus

L.については Pinowskia.)一連の 生態′芦的 研究がある (1962,1965a,b,1966,1967a,

b,C,1968).Seel(1968a.b.1970)は House Sparrow榊 ,PasserdomesticusL.と

TreeSparrow の繁殖生態について経てl子している.HouseSparrow については 多くの

研究があ り Summers-Smith(1963)に詳しい.

ところで鳥効の相生を洞へる場 合.同時に 13JlJのJL'.lJの摂食坑を3.'1ベる必典がある.とこ

･')が,延過的な 調か ま凶雌なため,多くの食物に関する調性は 定性的tC調血に 終ってし､

る.内uら (1922)はスズメの胃内容物を調べて,佐々のえ さ uMluj休数比によって考';y;弓を

行なった.しか し食物によって大きさか災なるため,個体数はそのまま屯正を反日火しては

いない.鳥煩の摂食熊の調か 土,スズメにおいては雌花内で米の摂食粒数をみた例 (-f･羽

1962)の他は礼あたらず,他の鳥1nではカラ粗 (Parus蟻)において 研究か 進んでいる

(たとえば Gibbら 1963;Royama1966.1970).

筆者らは 1971Ill-'･および 1972年,岡山｢析出誌,岡山大学腿学部構内で米紙 Lているスス

メについて,その紫棉隼億を観Ifi害し,ひなの食物を定L:,:的に批rRすることを試 んた.また

倉敷市中央2丁臥 岡山大学良案牛物研究JJ')fiこおいてほ,摂食活動のEl周期について観容

を行なった.これらの研究によって,いくつかの知見が'iqられたので､ここに報告する.

材 料 お よ び 方 法

1971,1972の両圧,淡轍生態,紛糾ノ卜灘 については 剛JJFll'津島, 岡山大学L''昌:;Aq''fI'･'(内

において,採絹捕跡 こついては一汁倣市中央2J~H, 岡山大′芋地米JL物研究所桃内 に.kL､

･汀‡1rA JlrlTiの見胤盟(cm)

Tk･立ち数/A:どを,記録 した, ま

し,い くつかのljiI･こ設肝たした.

に8ミリカノラ, あるいは 35

て,それぞれr),1妹.槻容をrr/i:-,た.

伊仙 大'7:舟宇部柁チモの他州二IT隼約 20(川の .lji純,i,とり

つけ､スズ メに利用させた (耶 1,2lt対).

農学部校合にと'')つけナ･iil･TFi.lE,t約 39,OOO lが L7)llIJLJF"Lに而

してお i), 恒 二は ビール)A.サツマイモ.イタリアンライ

クラスなどが附析されてい/J.hm場の南は圧七地てあ り,

さらにその先には広大な県立公榊がある.Pro.:学部1'･上伸 こと

りつけ/こ巣箱で繋t机1-るス

ズノii.1三に このIrhl域で採

l'irfして いるもの と)LI､Jっれ

る.

ススノが営狼した典箱は

･iLIL].あるい:工数Hおきに

観察し,席印数,筋化数.

た 自動給同朋影装tlyLLを 製作

自動総帥舶彬卯 払 蛸 r

ミリ.モークー ドライブカ ,3'7,'2L4 ill:'Irlの兜.FJtLII:班

串 L]本にJI1..1Ll､†/J7./.i:土火/(Jで Trl.LtCSpillrOWLLz(_M[JL二 JLlpaneSe′1､r'eeSpan-0､､'とい う

榊 イエススノあるいはイキリー/,ススノのtlfひJ乙かある.
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;Iulgl 自励給料鞭膨yHLTの縦式阿

第4はI 自助紙qr舶膨矧rl_

ノラを備えつけたものであ

る (第 3,4図). 両名 とも

フ ィルムは長尺の ものを使

用 し,フ ィルムの入れ替え

のための給桝活動の乱れを

なるべ くj'a少隈にとどめた

(8ミリフィルム:50ft;

35ミリフィルム30ft} 巣

の入 りLjには水鈍を接点と

したスイッチをRLき,スズ

ノの親がえさを くわえて典に入る時,スイ ッチを押

す仕組みに な っている (第 5匪l). スイッチが入る

と同時に,カメラのシャッターがお り,ス トロボが

同調する,そ してI･:1此的に次のフィルム巻 き上げが

行なわれる 韻の入 口の偶には時計が備えつけ られ

てお り,規スズメの くわえたえさと一紙に銀に入 っ

て来た特 別を.梢 'iする.

こ'J)襲l';'J,かによ(),親スズメかひなにえさを与え

るl叶放,絵絹時日'Jlj.およびえさの健鮎を記録するこ

とができる.

そU)結果2か牛を泊 じて7狼分のえさL7)搬入状況

について,約 13,000枚を 舶形する ことが できた.

そu)1桝を第 6図に/∫-,-fr

えさU)gtJJrltを推定するために,同l利 y](師 ､ら止

郁5L判 水鮎を接点とした′レイノチ

ン､ぺメか入/u,と佃蹄形のかをL771万に押すため. 謝61去IAfrl･に入乙m.ド.t;B払
そのHjにはirJ-i Lた-,/､イソチが入る. llrLTl.lJぅでの拾如拙 比の倒

木1'1仙打Tl抑)雌3-肘ELの矧 的こあたっては,矧11(L956)I. FH川;(lLJG(J)1,i,を~75とした.
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にかけて)に膿学部校舎前の桐場で,昆虫,クモなどをランダムに採焦し,その大きさ,

および乾並を測定した (許しくは後述).

また岡山大学農業生物研究所研究棟の罷 ヒにえさ台を荘き,あらかじめススメに研づけ

をしておいて, 1時聞ごとの飛来数 および 摂食HL･を記録 し,採仰活動の日周期を 観繋し

た. えさ台には 25×26cm の木製の盆を他用し,えさには 玄米 (品種は朝日)を班用し

た.飛来数はタイマーを付けた 8ミリカメラを使用して,15秒おきに記録し,摂食.左上は 1

嶋間ごとのえさの減債によった.

実験および戟察結果

1. 繁 殖 生 態

(a)繁 殖 の 時 期

1972年は,まだ 繁殖期｢長軸こ入って いないと思われる2月上旬に,親和を 23個設附し

た.以後 3月後半より巣作りを始め,最初の産卵が 3月25Hに行なわれた.3月31日に

紘,23巣中 5典に産卵が成されていた. また最後の産卵は 7月上旬であり,8月の はじ

めには般練のひたが巣立った.1971年には 8月中旬に 最後のひなが 典立っている.従っ

てこの地域の繁殖期樹は勺二次による阜少の変動はあるが,3月中旬から8月中旬にかけて

行なわれていると考えられる.

(b)敷 け の 搬 入

スズメは染材を短期周のうちに搬入する.たとえば

1972イ13月30日L_ll,狼材を,rJiび始めた ススメは,4

月1ヒ=二は第1卵を産んでいる.躾材は,わらや:･2.煤

した雑草を主とし,動物などの毛や,セロファンなど

が混入している域合もある.ほとんどの場合,ねらや

叱燥した雑草によって産座とそれに通ずる通路を除い

て,全て埋めつ くす.塵座にはニワトリの羽毛などを

敷きつめ,保温が良くなっている,Tliの耶鵜はそれぞ

れに#:はあるが,基本的には第7図の形をとる.

(C)掩卵敬. 貯化牧,巣立ち数,抱卵 日数および 第7いくIijtの).Lj木)lj

育雛日数

蛍が完成すると産卵を始める.確卵は 毎EJl卵ずつ 庵卵していた.(ただし,途中で 1

-2日産卵を休んだと.想われるものが2例認められた.)産卵が終ると抱卵が 始まるが,

酵化E]が例外な く2日以内にそろっていたので,産卵を終えるまでは抱卵を始めないもの

と思われる.

第 1表は 1971,1972の2年間に観容された推卵数などを示したものてある.

産卵ほ 47典観繋tiJ,般低が3個,臥 指が 6個であり,平J畑土4.9土0.1(95%信.掛舶舛)

個であった.困礼̀に再出ら (1922)は 5- 6個か多いと記している.

1髄の卵rll,柏様が他の卯と粒なるものが1卵ずつあった*.醇化(.i40典観察中,全 く

*I),Julら (1922)によ′)と,こILを止め卵といって111線に此lj卵で,jlLl点が大L_甘く, 寸はI■)に故/r

す,～Jものである.こ‡tはカラフト̂ -/A eこもaRJ>無さ31ている (l叫部 1969)I
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雛1兼 スズメの耗卵&.耶化数,一il-､1_ち数,抱卵日数,h-よひ宙縦日数

推卵散 解化数 ～托J･/ら放 抱卵口数- - 慨 - 雛雌 警袋 警鴇 ナ 盟 警岩室ナ

4.9土0.1本 36士0,3 3.4土05 1LA土0,2 136土0.6 74,0% 831% 65.1%

(3-6)** (()-6) (0-5) (lC-I5) (12-17)

*95%借換限界

**実測Ml.の拒囲

*H FlI万円敬には剛'#を敬nおきにおこなったものがあ7Jので平均仰T.の'汀.LH.にあたっては,おのぶ

のの伸の中火肺をもってした.ただし ( )JJlにはそれらの視索緋iiiは.はぷいた.

卵化しないものから, 全て (6卵)肺化したものまであり, .r'-･l/-J醇化数は 3.6土0.3卵で

あ-,た (婚化率は 74%).liた抱卵を始めてから粁化するまでのn数は 10日から 15F]に

および,JtT7均 11.4土0.2Hであった,lJlilの雌か 拝んだ卵の肺化は 令て 2rll:)､内に そj')

っていた.内llJら (1922)(よ.抱卵

日数は 15-16日であると記 して い

る,巣立ち数は 16於綴れ中 0羽 か

ら51JJJJに および,平 均 3.4土0,5羽

であった.醇化数に対する巣立ち率

は 83,1%であ り,耗卵数に 対する

取立ち率は 65.1% である.すなわ

ち3卵のうち2卵が無碑に瀧立ちま

てIT:_育していったことになる.酵化

してから鵜立つまでに弊する口数は

12日から 17日までが 観察 され,辛

均は 13.6土0.6日であった.

これらを総合すると,第 1卵を産

んでからそれらが僻化して鼎立つま

でに約30日を要する.1'rF-lLLiJの繁殖

r‖ト数は明らかでないが,ひなが巣立

ってから次の産卵をするまでに要す

る日数 (内出ら(1922)によると10

-15日)を 30日に 加えると,1繁

軒期に最高3いて憎等碑を行なえること

になる.

2. 給餌に関する生態

('1)析動のEli据丁と終 r嶋 別

I.l軌絵叩輪形賎際によl)給桝の開

始と終 ｣′時 別を 知ることが できた

(第2表).

給餌活動は 23日中 20日まで折

口の柑時 刻より自小二1,Slr躍｢されている

5()港 (1977)
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(T,'･JtJ糊脚 頼 りは 口の.'1'.の7.5分Jlil-)_ 宮*.I,i(1962);rスズ ノの11.Lは 始めの特 別Ji,.1･'･JI｢し

たが同様な帆 LJを示 した.それに よると スズ メの鳴き始めは HU)出の約 12分l打であ /i,.

給餌活動の脚 台,および鳴 き始めは.ともに 1Flの所動の日嗣fT時刻 とほぼ一致す ると 考え

られ る.

手祁耶7.-動の終 川拍 山上23｢I･卜20rけlHの入 F)前であ･-た (1''･JfJ帯 川 膏りはIIu)入 りの

19.3分前).

照度については柑 こ占己3,点していないが,これ ら活動のJl舶台,および終 J′時刻は昭任に関

係してお こる らのと考えられ る.

-/)ラフ トスズ メに.わいても統帥 榊 IUI)闘4.I,1日キ刻はlt-lJ様V)帆 JILl,を,示しているが､絡~11L'i亥lJ

はIJの入 L)時刻に近接 している (阿部 1969),

(b)給 叫 回 数

3淋 こおけ る1矧日｣ごとの給仰 .1数/i,覗こう兼に示す,虹 L●L二上,'(r狼を^ql,T3Bi,COL

と名什けてお く.^JJltは 1972ilL4月2511に 6卵巾 3卵が筋化 した しのであ り,甘1.もI.i

5月10日に宣 Tしていた. rj始 まI-jJ5月11日に 6即今てが階化 し,放Illr.F'は 5月29H

に')1:丁していた (5月25L1に l羽北亡).CT)主1,日'･]6月9｢川こ5羽が析化 し,TIi立 ()は 6

月24日に先了している*.

阿跳 (1969)によると,カラフ トスズ メの給餌回数の変化に一定の/1クー1/があ l),ど

ークが朝 と夕にあると述べている.阿部は これについて,ひなの摂 良fLLJ期に よるヰのか,

ひなのお もな食物である昆虫UIの消長の 日周馴 こよるものか.あるいは絹の(･-･Iか1:PP1.的 1)

ズムによって生ず るのか,それ らの うちい くつかの糾余せによるのか,まだ全 く明 らかで

ないとのべてい る.しか しスズ }の場 (tはそのよ うな幌向は-7'られない.B単では【声抑こ
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t='-クがあ るが,他 の肘 こぶいては入 られずほほllL伸 rJj定 してい る.ただ し紛 糾の ｢川こl

糊 を恥 .､け るには給阿J･･l敬 だけでは1,'l･'JIであ t),･T(!■I'.に よる糾粥故を検討 する必要があ

ち.なぜ/i･ら, Jfi:のえ さには さまざま/L大 きさが あ り. 川I.'tや 乍節の追 いに よ-'てえ
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さの大きさがJ'.となると)即 っれるか らである.(制1.の変化について(摘醐 TUr･の明で板討 す

る.)

給餌肘数の 1日内の変化は, この種に 晒有なノ､タ-ソが 1,.L､'れないことが 観察 された

が,それてはひなの生長にともな うl･･l数の変化は どうで シ)/'うか.糾 キ間のl･n数か比順的

安定しているCE酎こついて,そU)変化をみた

のが第8図てある*.これによると,ひ な が

粁化してから7日日までほ急増し,以後漸減

している,ひなの/J=.長にともない給紺屋:も増

加していることが予想され.ある槻度紛糾北

の変化に対 して回数の変化 もとも/i:っている

と考えられる.しかしこれ も前述の増仙 て捨

銅正の変化を正確に反映 Lていかt,a)ではf〔

い.

(C)雌雄による給研回数の速い

1-i-1.

-∴

llt rlLIJ.tIIl/rJ･Jlu
lll旺サー

第81(r給餌回数の日生化 (5Tl当り)

スズメの雌即を外観からrg.別することはてきない (楠本 1962;松山ら1969),繁殖期の

カラフ トスズメは抱卵斑といって,雌のli'&･.部の毛が薄 くなるので雌帥二を区別できる (阿部

1969),スズメにも抱卵斑はできると考えられるが, 今回は確認できなかった, それか確

認されたとしても,この研究で使用した日動結納地形鵜殿による写真からほ.これを識別

することができない.しかしスズメのほほの黒琉および胸部の黒帯の形が個休によって差

があるので,個体識別は斑紋の違いによって可能である場合かある,

B巣の両親は それが新宮であったので,跳紋の小さい方を (a),大きな方を (b)と

して,一連する給田所動の うち, その一部 (1972年 5月 19日10時 48分より15時 54分

･ F 1"- ･▲tTLbbbも b 1b ユ ーt_ ,.01lab ▲ .lbl.bl= ▲ LL ユ hi

･l-b 上bAl'j･Lt･blJh･Tth.bh l､ <･b'Ih .1 -b1･ -rl.11' - l

t･JL二tJ･.bhJliLt1品 " ii--l l I h.ll' -b ItHLEl ら T.bユ1､b t

b,.ト.oa a I) IhabbLthr.blI

第9岡 1972年5月 】9日10時48分より15峰 54'JJL隻

でにBljiのつがい{lbが,U)弟与したnJtr?,A

まで)をU.)きと-,て′]こしたのが

第 9岡である,

同様な剥丘を同 21日7時 38

分 より11時 30分まで,同 23日

9時より13時 43分まで,およ

び同24日4時 45分より6時 26

分まで計 545｢･'.)の訪巣について

行なった.各時間により, その比率は 多少変動するが,545l･11の給印の うち (a)が 294

也 (53.9%),(b)が 251回 (46.1%).甘漉した. ほぼ1回交代から数L･｣交代に 給糾し

ていることが うかがわれる.交代 .たでにJLiも多く続いたU)は (a)の 8LLTl連続 Lた紛糾で

あ り,1羽が迎離 して総則する軒数の平均は (a)が 1.8r･.L (b)が 1,5回であった.

雌緋による給岡回数の追いは本矧L/リなものではないと.lilJっれる,おそらくこの数ノ､--ll

-/トの遇いは,えさを捜す能力や,ひなのえさ要求(/1対する感受性の個体差,あるいは.

えさ場でえさと出令 う頻度の差などによっておこるものであ/?ラ.

(d)ひなのえさにみられる動物照と榊物質の割合

スズメは雑食性であるため,跡 物質.植物質の両方を摂食する.曲学的見地からほ,こ

*チークが円られなかった帖間は,その日の他の1咋関の平均値をあて.al:l-した_
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から両者の比料 iL托要である.また今回は同定fL,行なわなかったが,i,忘虫と謂畑の比率､

i:た遣物と附 .'ト種子の比∴杵L,･T･二Qll'在日u越である./Jhl･小ハフ ィルム J.の3'.ljl'では n･'.il-,C県

とも,親がくわえてきたひなのえさの中には柚物質は発見されなかった.B巣,C鵜あわ

せて4.646rfllの給偶のうち,識別が閃嫌であ-,た t)のが 1,194円あ,,たが,識別できたも

のの全てか動物門であ･,た.識別がLJl＼慨 であー､た1.,のとは､t-ンllがはけたり,J･なull.i三

になった1),あるいはつ く:れ/こために原形をとどめていlJ:い,といったもo)である.これ

ら識別できないもののうち,写真LiIの不鮮明なIものや,ひなの形になったものは.拙別叩 JEな

ものと,その割合は変わらないはずである.ピソトが鮮明でなおかつ識別できないものに

は,加工晶 (パ./くずや残飯など),ひきちぎられた昆虫,つぶれた種子などが考えられ,

これらの中には仙物'符が含まれている=rf捌JLはある.しかしこれらピントが鮮明で,なお

かつ:TLLJh別できないものの1.廿佃 .tわずかであり,従-､て仙物質があった上してし その割合

が非常に小さなことはrl)‖'_lである.

(e)同一のえさの迅続性

親がiiliんでくるえさを調べていると同一椛のもa)が通も-E'して持って こられることがLは

しぼみられる.たとえば双切目あるいは膜地目のある種の幼虫と思われるしのが 34回連

続して持ってこられている,また双知日] (おそらくガガンボ利)のある種の成虫が 9lLii迎

離して持って こられ, 同税のものが 33回の迎純した 給餌のうち21匝けこ見られた日もあ

った.またアブ科 のある′価の成虫が 34回のうち 14｢加こ見られ, ナナホシテソ トウムシ

Cocclnellase♪tem♪unctaiaL.は21回のうち 11円に見られた.

こ(-)いった頒集は,親ススノがえさの過信にある場所を}̂つけると続けてそこ-かよっ

ていることを方け ものと考えられる.また Tinbergen(1960)はカラ梓の観察からserch

image亡heory という仮説をたて,昆虫密度との幽孫からこれらの現像について挫蘭的説

明を与えた.m似のl序架はRoyama(1970)によ〔ても観察されているが,Tinbergenの

searchimage亡heory とは異な1た見方をしている (評しくは Royama,1970を旧),

また片7亨の親が同一のえさを集めているとき,もう一方の親も同じものを姫-めている,

という串実から,雌緋は探聞活動を多 くの場合一緒に行なっているか,あるいは-プjがえ

さの怨詮.'な場所をみつけると,一 方に何らかの方法で伝通しているものと考えられる,

(f)給餌畳の拙走

給順良:の推定が虚要であるが,その研究例が少ないことはすでに述べた過 りである.

Dunnet(1955)はホシムクドリSturnusuulgarisL.の親がひなのためのえさをくわ

えて亜に入るとき,-イ ド串から写弟をとり,同時に時計が写し込まれるようにした.-

JJ'既知窮丑のいくつかのサ'/プル (ガカソポTi♪ulasp.幼虫や ミミズ Perichaetasp.な

ど)を巣箱人Ljの同位す糾こおき.写i'モむとt),それと比悼することにより･rL:低を推定し

た.また Gibbら (1963)はカラ桝に 人工の くちばし artiRcialnesHing gape(Betls

]954.1956参照)-liJ川 いて.~rl止を測定した.すなJ,｢ブfjt鞘の内側からJなのぐちはしに似

せたものを 出しておき,親鳥がくわえてくるえさを繊収L)して Ll主立を測定するものであ

る.Royama(1966)はシジュウカラ Parusma)'OrminorTf:MMINCK& ScHLEGEr.a)

姫節にあけた小穴より親鳥がくわえてくるえさの大きさを｢lLUJLL つぎに野外で同じ大

串鳥に1日.Jか,かないようにし-{=テントなどの隠れ小)ll_
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きさのサンプルを掠仇L,･.llLTr'1.fl,洲疋し､観察により子r7られたえさの大きさと対比してtTt_

1L.沈 llT'定LL.餅払Jru_)幼出 こついてはf･T..a)I■･-促 が珊しく,齢によ一･,て人き.きれIJr.I;′J亡るu)

で,既知虚血の幼虫の長さと帖を測 り,長さ×帖まを容丑指数 volumeindexとし,それ

冒 (L巾とのf糊こll.r,.31､｣1偶 を門たのて, これによりTFT.flt馴 ((疋 した,

他u)冊Jti性とLて如育').瀞 *, call〔lrmethod**,唖レ)T)より･つ,t'み[日.すノj法/iとが ぢえ

られる.なお食性の乱作については池lJl(1951),Hartley(1948) の総説がある.

これらの方法のうち,ひなの摂食したえさをTfl'接にとり出して.=J.1.jベる方法は,ひなの食

物要)JLEIJ:を乱すこととな(),1個体ことの正確な碩億は削れても,:･ト有刺糾全体の正T･I(1しな

給銅恥 ま円られない.また飼育 1.8

I).-'nfJIは,その結果がその ままWr･

I/トでの給(irHlt-/i,表J)す 1,の､こ.'よ
-/亡い.従って､匹者刷 Llr.1頼扶に よ

り拾佃一''It叫 fl足-i(行な--,た.

すTJ:わちl'沌摘醐 抽彬 装E'r'r亡を

用いて親スズメがひなに与える

食物を写す一一万,rl･外で庄山,

クモなどを採iLiL-それらを 35

ミリカメラでy2倍 に 舶影した

のET,乾塵を測定 した.つぎに

フィルム上のサンプルの長 さ,

お よび 帖を 測 り***容u二指数

(良さ×幅2)を算出した. た だ

しこの場合Royam a(1966)の

ように鱗旭日の幼虫に限らず,

採丑した昆虫類やクモ好F全てに

適用した.測定した総朋休数は

213個体でその内分けは 第4表

のとおりである.

その結果容丑指数 と 乾 並 と

の間に 高い和的が あった (r-

0,9116:雛10岡).ここでえさ

の大きさからIihA比馴 化足 し得/J

ことが判明したので,JLIl動給田

I･･el/仙川31.6

ヾ

Ei l･4
1レ奴

1.2

結五㌦ ,RV.‖-a

::ri'10 Eくl 比山.ク-i.なと小棚 如こ.[珂 -る容F.I.指敬 (休
｣を×捕ま)と(小r･:(吃q._)との側佑

*組 .｢拙作 卜､r･方取の対数で小す

lJ17-I-ji J#剛 行数糾いニt)tしたサンプルのLJl容 (lFq体敬)

ll'噸 IIIt′勉=l脈細目 頒姐rl 双掛 4 膜紐｢1柵粗目

成 虫 48 22 3 22 27 2 26 i

州 2

幼 山 l(, 5 】

i-1･'[ その他ク･亡H

37 (J

*Glbb(1957)/Jt､JJラ柳について.-T-1Jl(1961/)がス-̂ノこついて附':してい7J- い-F'′iLもJ,kL鳥

相 ひなののどに輸をは〆,て),'き.;･しきをftTLfi:いよりにして fjlくr)J一弘こ

rl対 地,脚,触角,小突起などほ入れない.帖I.t伯長都を測'jiiす'=J.
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据膨張闘 こよ 州 親日したえさ*の長 さと帖をLS腿とCl削こついて一つ一つ測り,容ilt指数

を計算して,それに対応する陀盤を求めた (測定数は約 5,000tLTJ分).

(g)給 四 砥

上記の方法によって得た数値を給餌回数と同様に 1時間ずつ合計した ものが第 5歳であ
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蔀 6-i衷 各艇における1時間ことの平均給研[71(B浪)
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給餌Ld数の時間的変劫に,この種に共通なパ ターソほI上られないこと,またB滋では朝

にピークが見られたことを先に示 した.1時間ごとに合計した給餌見 (吃虚)の 1日内の

変化をみると,B腿においては,朝にt='-クのみられる傾向はまだ残るが(節ll-i,図).

平均値からの偏差は小さくなっている.5月19口15時から16時にかけて,17時から18

時にかけて,5月20日の5時から6時にかけて,および 6時から7時にかけて給餌回 数

にピークがみられたが,給紳並にはt'-クは全くあらわれていない.CBtiでは給餌回数同

様, 給餌先においても1日小はば安定して
JJ

いる. ‥

しー
っ
t
'L
u
I

♪
●

二二 ∴ 二 二

･'fflI-i川 /jt必こ.おけ,Lh'榔 ;.iの川利和n') ;9 日-iil<l各iLlにおけZ.'給抑 ■'I_の柿間的
発効 (BLii･･･6;Ht当t)) 三.lL'･rtj)(C弟l_.･･5羽当り)

*雛の日齢をノJ';チ. *雛のtl齢をボナ.

これらの!LftRは次のことを′Jこ唆するものである.すなわち,スズメにおいてitj時間の給

何旭は｣,Ij本的には一定 しておt),いくらか結納iLLに増減がJ*られるのは,その時のILil･外で

のえさのfiI･'/i'さ.火候 (雨,帆,脱皮など)

ついては次の項で‥jこび快.日-する,

次にJJi:Ol)′ヒ長にともなう給餌tltの変化,

する総給桝屋について述へる.

明12図は C月ILに如ける拾絹地のH'変化を

.ふたものである-J･.

各Elで多少のはらつきがあるが,は.'まS字

状の曲線を臓いて増加し,肝門ヒ後8日目にピ

ークに達し,以後棚減している.この他向は

給餌同数と肋似している.

Royama(1966)はシジュウカラにおいて

も後脚に給餌丑が減少することを同I斜こ観禁

している.また阿部 (1969)はカラフ トスズ

メにおいて,Seel(1970)は TreeSparrow

において, そ れ ぞれ.Jなの体IFEが 沸立1)

如 く/いノて 械少 j~ると述べて いる. rJjHEr･

に左7]-されるものであ.')ラ.これらのことに

および.A)･なが那化してからiii.止つさてに要

L

r
-

〔二 ㌢ 淀tL3. 1邪 一触 5
(lLJ22)

/丸ンy LJ

h】
/'Q

L .

u化

141ilQ l†JI . ニ :_ ､, rl ▲l

JL.正ち

耶 12同 郡のせJ壬をともなった絵荊L上の

Lllと化

*ァークが('1-ら.iLIJ:かった特称ま,そJ)LJの他U)ll川;】の平均llriをあてた
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(1922)もスズメのひなの体重が同様な減少

をすることを示し (第 12図参照),食欲の減

退と羽毛の完成によって起きると述べた.袷

餌丘がひfJ:のえさ要求程度の大小によって決

定されるとするなら,これは食欲の減退に起

関するものとも考えられる.

ここで,卵化してから典止つまでの桝食品

の推定が可能となる.;I;-タの無いFl仙相律

の日から推定し,各日の総hLを什引すると,

スズメのひな1羽が典izIつまでの全/-L育J抑hL]

■ヽ■
_Y7

rヽ■

【ロコ

tL<

に 37.7g(乾茄)の食物 (ほとんどが昆虫な ▲b

どの動物質)を摂食していたことになる.良

によって,あるいは季節によって,また食物

による栗城価の辿いによって,この数1̀-'･は多

少炎なるであろうが,概第 38g前後を スス

メが肺化してから巣立つ まてに摂食している

ものとノLuっれる.

第 13I糾よ各HU)llilH･̀均給糾山と, えさ

1個体o_)最大値を /J-こしたもの である. ､l'･均

〔Li1ilL-Lc㌔ 仙 叫
7
.=ノ-′-J/′/ ),

L:tttl,i･::'':
＼＼､//-/一-トートー-･

抑化

iこ Ij LI J'J Ih A( .1 り ▲ .i zJ り .I
l

ll!Q:ち

苅 1封基1 1回JPEJ折iWhtとえさユ肌｢仙1
Jj_iLll.のLl要化

(12Hは rJ･- JJ敬か･yFfいU)で

(.T軸比に乏しい )

値は 12日を除いて,J､なの 牛良とともに 漸増Lているが,桁=化してから9LJIlに最高佃

(6月 19日は 他端に 大きなえさが鬼らJ･Lた). これらの結果からそのまま親によってえ

さの大きさが選択されると結論は できないが,そのT.j値性は 1分にある, ただし,野外

の昆虫の発′E,消長などを考え(_いせなければiJ:らない,

句
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第L14図 1時間ごとの絵絹Lgl故と

平均折田iitのB!-J陳

*印 3-il-J～

相打6-iJく

62

(h)紛糾Lil数と給lWJi.のは腺

前]11において絵絹idは 1El中比較n'J変化が′1,.1よ

いことを小 した.とこ/3が給卸 LllJ数は (伸 二I3巣

において)大 きな変化を 示 している (第 3-ii表

ぢ蛸),給紙銅品を給矧･jI数で Ii;JJ--,たものか 日･JJ

a)てJzt･均給絹地で あるから, 給何I._.lAと ､Y'均給紳

''T1..は逆比例の関係にあるのではないかと考えられ

る.二のことをB巣について検討する.

I3鵜に おいて 肝化後 9lE目から13F_1日j:ての

Elごとの総給銅!漣は比較的安達 しているので,～

山/L長による結納品の差を無視して,それらのLl

を くりかえしと考える.そこで 5時 より17時ま

での各時間の給的匝t数*とてF'･均給糾i止**とを座表

Lにプロ ′卜すると,窮14園のように なる.rtll

L'lLギ̀ 研 究



の州如 ッ-119:･07である･1193･07とE･t綱 関の総轟仰 ヒの鞠 腔 ある (mg)･x
ul軒 l'-I)LJg.冊 tiL'[.杏.y与よr･LI数を′J汁 .総紺 FI=一;にtl川 川'.)変動カ､ノLfいとし/'=F-,,什放×1

回平均給餌慨は-足 して 1193.07の他をとる.つまりy-一週 旦逆 の曲線上に乗 るはずでX

ある.I)こ際にはこの曲線から,はずれたもの t,すく*.結 論を下すには さらに 冬 くのデー-

3L,i,必要とするが.比崎的このl"俄 に;Jiluしていると考えられる.試みに この逆数11,とっ

て朴閑係数,i-)Jiめると,r-0.5074てあ り111rRlが.Lgめられた. つ まf)励 スズ メはlj巾,鶴

に一定 した品を給糾するよう努))しているものと考えられる.また親スズメの給餌痕跡 よ

ひなの食物変求の強 さに よって軟められるものとすれば,ひなの食物要求**が 日中はば一

定 していると抑',o;riされる.

とこ,L′,でi.冊1回数とIl･.tTT,'･均給付lTt1.1のどと,らが先決されてし､るもU)であ,''うか,純スス

メほ日用ヒな根 I)効率山ぐ… ;働こうとしていると十 ると,できるだけい日数,iJ少な く, E/こ

でき7Jだけノくきなえさ射 .liって来ようと-｢るはずであ7,.しか しスズ メにとってI.tl数は.lJ･'11

節できるが, えさの大きさはそこにある心太の もの****を持 ってくるよl)∩-)Jがたい.

つ まりえさが小 さい時は(.･T俊 もかよ,,て,大 きな噂は卜･1数を輔やナ必要はないと考えられ

る,従って回数は食物の大 きさによって左-ll-されているものと考えられ る.

以上の議論は尤全にデータによって盲削寸け ちれた ものではない,実際のデー タではB取

において珊当に回数が多かった時間の総給餌見,.まその日の平均伯とのhl差 こそちぢまれ,

まだ山がILられた日がある. しか し この談 論に鎌理はli:く.第 14園はそ ういった帆 句の

あることをホすものである.この間也については さらに多くの観察例を も-,て検討する必

要があノ1う.

3. 採餌活動の 日周期

スズメの給阿品を追求す るなかで,紛糾鼠に rl).I.ll的まみ られないことを述べた.とこ,:)

が通例で探鳥会など!上や朋あるいは夕方が良いと=Tわれている,これは鳥u)活動が朋夕に

Il.I,'は るためと思われる.

Beer(1961)はイエスズ メ RasserdomesticusL.の冬の個体群の観熱 こより,えさ+F

に くるイェスズメの数にn周RfIがあることを見ている,

筆者 らは 1971,72のI榊 .,各市掛 こ1日の採他所助の周期性について調恵を行なった･

すなわち細物の臥 Lにえさ+,.を掛 ､て且米を入れて,10･き,スズ メに餌づけfl,してお く.ス

ズ メが･掛 こ火 るように/i:ってから 1叫聞=とに摂食されFJ.-故を州正 した.その地域全休の

スズ ノの析助が時間によって大きな)｢寄 ･)はないと,lil.われるので,この紡巣はその地域偶

作Ln'=のttqT.･軌の仁J周期とみてよいであ/)う.

第 7-i-(i～ii)紘,スズ メが胡所動を開始 してから夕刻活動を終えるまでに.えさ台か

ら横穴していった丑を 1時間ごとにIxl_切 一,てRた ものである.これを 1971牛6月23rlか

ら,1972年 12月22Llまで.(_雷L･34FTJ相について示 Lた.

･これは/(TH'J･閲にta.けそ.ノミ帳の脚 g.I,人間によるUJ･.lt,/･さ継目の仰坊などの.心 ､に上り,･JJL

してい-/⊂いものと.liJJっ/iL/i).
川 こ～tはひなのLlrlき)にによってJ,'1,J,'さJt/Uものであ7)r-I.

榊 *この日他 について Ro〉･<lma(1970)が PL10ihLlbiliLyという用語を用いて,Imlu.している･

相 対 前述のようにスー< Lがえさの大きさを過択するなら,,'Li大のものにも持上度があ7J ま/二′卜さlf

Ilさを教附･1こ-鮒 二くわえてくるJi,t介もあるが.そllにも恥唯があるだろう.

561!_t(7977) (13
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1971Jf1-6月23LH'lよび3011の傾斜 (1_;上和対的に 守八､が, 摂食のビーJ7はもらわない.

ところが,7月に入ると摂食比はさらに抑え*, じ再桝とタブ)I,粕 こすくなる.この帆 (JJは

9月にはなくな り,摂食iitは減少する.1972年には胡夕のピークは 9凡 10月とも斬著

である.1971年の 11月になるとTl)ill.I･のど--クが吊に滞 っていく.そしてその相加の什

プ)がゆるやかとなる.また,llのft:れる仙 こ-度蛸fU一室が｣-_17したのも,そU川 のJltモノ雨r.

動が終る.この傾向は 12月に入ると さらに抑汁になる.1972年12月も同様f亡帆 ･'･Jfy,/J-(

している.1972年3月の上旬は 12月と同様な/くタ･- /をみせているが,下付 二は Ll-から

秋に示された/くクーソとなる.

これらを概爪すると-1Fに3つの甲)がみられる.祈1はIIT斥および坊かr)扶にかけての

い/)で,rrI朝とJ9JJ'に )(きなピークのあ,:,JfiJ.,崩2ほIF和 )i,a)で､-1伸 変化の/⊂い

.JIP.,第 3は冬不のもので.牛前,冊.tの広いIllがあり,/L穐それ(.i.iH/jこし､Hの'r軌 ,7JhiJ,

小さな山がみられるJiLJ_である.それらをFrl式化するとaa,'15L叫U)ようになる. こわらのう

ち:iL:本的な型は7L番,夏および秋にみられる型で

あると思われる.他の2つの4g_は他の(示Tらかの嘆

因の介入によって生じた ものと且しわれる.十なわ

ち,春季にみられる朝 よ,丁 度この時朋が緊柵期

であるため,親スズメの多 くは繁殖活動をしてい

ると考えられ,食物要求に明碓な周期を持たない

ひな**によって 終日一定J正の給糾を 要求され.

Tワ～Ellと

二二ニ ー_∴Trtrく7!耕叩)
二 二二二二
Qrr F14▲.[

従って野外での親スズメの摂允所動にもその彫幣 TTr章
があらわれた***のではないか,まr=冬季の雅は

糊の低阻のために摂食活動がにぶ り,あたたかく

なるまでその山が遅延するのではないだろうか.

-_+-1二 二 一二DJ一丸

TjJ'15川 代餌析軌にJLら)1る3-)のq).

ところで,Ⅰの型,あるいはⅢの型のように,

なぜ一日に山が2つあらわれるのであろうか.Jlliも考えられや-Tいのは,朝の山は斗-1てい

る間に 失われたエネルギーを 補給するものであり,夕方の山はこれからrlるために 摂食

できない分を,たくわえておく,とする考え方である.もしそうであるとしたら,それが

胸時計**糊 によるものか,一足時刻に活動の t=.-クがあらわれるという体内 リズムによ

るものか,あるいは何か外的刺激によってノt.,起され るものか,ということを考える必要が

ある.朝の山刷 ii時計によって説明ができる.活動が可維な照度に:.Bしたならす く1,=飛び

出して捌 毎を満たすため盛んな採仰所動krlH始すると考えられるからである.またIUの点

われる昨刻は咋間同じではないから,′F_馴 勺.)ズムに1るものでi上ないと考えられる.♂

IJJ'の山に関しても同じ助 力で,′L坪的 リズムによっては説明できFi:い,また′I･･.理的 リズム′

もそうであるが, 胞時計によるものなら, 朋のIlJとクの山の間隔が同してなければIFi:r,な

*こ九は新しく搬1'Lった/.ア:Jの州IJrlEこよそ,ものと,LRわ)Lf,.

桝 ひfLCへの給餌1.tは斉'LR電化の少ないことはすでに,T;した

*相 和孝にみられる刊についてはデータ数が少/LEt､のでさr,に帆相,,L･rJ要す7.J.また, この組,I;うに仙
ったえさは且米であ,L机 ひなor)允物ほほとんとが私物'Ftであ7Jので､この点も検討をjlliす/J,

**榊jJijJl5.1卜による脱明は. 朋ftべたものが夕刻に州化しtさ.･ってしまい,吹ゎt.T的 刺激がJJ亘ころとす
るものである.季節二J:る洲 ヒ時間の'45化は少ないと考えr,わんから.111とIllとの刑のLtlfniliL
一定していなければならない

r16 ll'!.･til'研 究



い.とこ/-がこの間隔は季節によ,,て恥たる

から,Ji蜘!t･計によるn%l川よ収itLri:ト タノJ

の山は 日長の異なるどの季節にも, 日没前1

-2時間にある.この時問は照度が急速に沸

ノ1,､Lてい くIl'J'･J川で もある.従 -,て夕)JのILlは '

HI.i,度の純'Jylによる刑撒u)IL=めにJLl.起 され るも ...

のであろう.そ してその反応は進化の過程に L

おいてこの徹にそなわってきた ものであろう

と考えられる.参考のため第 16岡に 1972年

9月かF']0月にかけて 811日TJ〝)平 jJJJ,1汀t,I;.

眉糾~川川･*およびT''･Y,)'tL.i.i"'L･::の=･.'L-rF"(I/.)-'ii:勅

を示した.

夕方の山が照度の減少によってもた らされ

るとしても,それがどの くらいになった時な

のかは不明である.さらに鮒か く時間分けを

して親祭 しなければri:らない.

今までの論議は摂食倍の変化に).Eづいた も

のであったが,飛来数との開仁和よどうであろ

うか. 1972年 9月から 10月にかけての 6日

('lTlには摂 如 在の測定 と同峰に飛米数の調査を

行なった.すなわち 8ミリカメラに タイマー

///I-､ ＼ ､

叩16図 1972年9月～10月にかけて8n
問の平均1_Fモ食.:.I.:,甘frI-R射jllJ'1

よぴ､I/'･E-1′菰ilulの時間的窄qrJJ

1>C

*

舛

雪 018

0.6

0.Ll

T■0.9j15

rヽy

>1>.
.4I

Ii･::.〆 Y

O-ら 1.U ▲,i 1.JI

脈tl事 .ocvlT

;ィ日7回 神米数と船的 止の間隙

*帆汁柑l′IL.平方机の対数で示す.

を的 りイJij~,15秒 おきに 1コマ投彩するよ

うにしておき,1時間 ごとに写 っていた仰体敬を†I許 した,1羽が紳 ナて数 コマに写って

いた t)する場合も当然あるが.相対佃の比和 二は差 し立えないであ/)ラ.その紙凪 飛来

数と摂允敬には高い相関があった (第 17同;r-0.9315).

すなわち飛来数と摂食牡はrlIZ行 して増減するものである.

論 議

スス メ PassermonlanussaluralusSTEJNEG】二R がはた して どれだけ 人間 に 利益を与

え, また刑粥をおよは しているかをつきとめるR的で研究を始めた.しか しjfがら当初の

H的Ili,はたされず.その一部に,mLを拝み入れたに過 ぎない.

綿 ,J-で もふれた ように,スズメの益rL1-を論 L/るのに蝦 も大切なことは,･ft性および桝,ft

冊の鞘杏である.そして次には.その 上地におけるスズ J'のえさの対繁となる昆虫,クモ,

難物.維帯締了･などの現作,TL-を:aI.1ベることである.節3にはスズ メのIFL･lH;数の,A;I,..1頼.か,鑑･要

となる.これ ら3項nの.凋ilr_1._Y･l司n与り二Lて,初めてその地域のスズメ仰IHn',JJ-･,どれだけ

のIiと雷とJf人心=二日よは しているかをつかめること,/J',できる.あとの 2Jl7｢lにry.Jしては

統計約手汰をFlJいて調杏が･･]'椎であ り,nt=虫T,tit.鳥riieこその例:よもい.また前者に(均して

*I.l'.1山大学股顎生物研究所川崎におけるもの,同肝叱所敵抑'.ifR学択一研′柁宅より肘 柊をうけた.

5rHtF(lq77) 〔7



は,スズ メは雑食作であること,幕には比校的多 く動物質を食 していることが,わかって

いるの7､で (内川 1922), そのrr1..的なlJ.tJlHりこ柵認でん ,た'':三. 今I･-Llq)研究では こ'J),･工

に関 しーっの新知見が縛られはずである.しかし瓜 島に旧 してはさらに新 しい方法を考案

しなければならないであろ う.

スズノの1),FL'-.I.:カミI'IJnJILた とLて も,それ らはrt(･.純に2mtL鳥 ･+:･鳥 といえる t,ので:二八こし､ヒ
)Ll.i)れ る,それは不師 こよりて.llllJj:るてあろうし,地域によっても-1モなるはず-こある.そ

こで さきほどの3耶LIの調査の うえに ＼JLって, その地域の スズ メILl1'111L;数を 適叫に 管PF'.紳

する方向が定まると,JLlわれ る.すなわ ら大 ぎっばに潜は益鳥,秋は門島とすると,乱 繁

殖期に保護 し,秋の桶を*'.7,7-する時肌 二は,ある態度間引 くといったJj法であ るが,その

保護あるいはrLlqJJlきo)郡穂別 ノミめるのに,この3Ill用 の知 見が大いに役に立つは-Fである.

摘 要

1971.'72a)Jlt.ill,岡山巾,岡山入学班''lLt･部構内においてスズメ Passermontanussa-

iuTlatuS ST即 NEGF,R の繁殖/_r二億 を観察した . またFl勅紛糾梶彫装荷を製作 し, 規スズメ

がひri:に Lj1-えるえ さの投妙を行なった (約 13,000枚をL'(托!LZ).倉敷市,岡山大7:&lk繋′卜物

研免 yT-においては,研究棟繰上にえさ台を段即し,スズ メの採餌活劇について観察を行な

った.これらの観熱 こより次のような結果を似た.

1. スズノの姥卵数は般批3側,最F''.･76佃であ り,平均 4.9個であった.肺化率は74.0

%,推卵数に対するtJi･立ち料 .t65.1%てあ1た,また抱卵 円数はTF.均 11.4∩,背離 日数

は平均 13.6日であった.従 って卵を産みは じめてから.ひなが取立つまでに約 30日L,要

したことになる.

2. スズ メの採佃活動の糊始は 日の出よりも早 く (平均 7.5分前),終了の時刻は 日の

入 りより甲か _,た (平均 19.3分前).

3. 規スズメはひなに斡桝するえさをtにめるためにIL吊二採I'q喝に続けてか よっている梯

子が うかがわれた.

4. 親スズ メの柑脚 に よる給剛 Il数の'.鼓いは大きなものではな く,ほは'半分づつ({受け

持っていた.

5. スズ メが枕佃析動に利用しているとJLIJ-)れるあた りから昆虫や クモを,集め,-tの容

iii･指数 (体長×･:JJA円 を求め, その伸が休止 (柁FFr.)とよく相聞することが 明らかとなっ

たので (UE･試個体:213;r-0.9116),自動給相投膨矧Fltによ()相好された フィルム上の

えさの体長と幅を州 り,食料弔ti･を推JJkiした (なお,えさの大部分が昆虫,クモなど小動

物であった),

6. 総桐回数は叩関に よる変動が大きか ったが,給1'q最は一 口･ll比較的′a:芯 していた.

7. 1け純 に との総給mr叶数と平均寿抑 IT･恥 .【逆比例する帆 ;.]にあった.これは町外に小

さなえさが多い叫は('.JJLFも採伸 勢を往/(kして,糸Wl川 二を一定にするよう.ひな〝)食物響jkL

に従い規スズ メが努 ノJした寿.I.･祭と思われ る,

*もっともrJlLt]ら (1(J22)はWll体数に上って点火t'.1芋虫,あ7L,いは戯物と牌.-:I:W･了･d)判合を.Hl,して

いるが,仰仏教によって大きさが熊な,L九d),止相●な,嵐論は嗣難である.

**Wildlifemanagementというノ且盤1.のもとに弛m (1971)が.汀しく‖応じている.

rlR )."1'､71(JT";L･L



8. 1羽のひなが軒化 してか ら典立 つ までに 約 37.7g(陀霞),のえ さを 摂 食 していた

と推定 され る.

9. スズ メの採 帥活動 の鹿弱に 日I剛gj性があ り,季節 に よって 3つの型 に分&'された .

その基本的な型は朝夕に t='- クのあ る塑 であ ると思われ る.

10.スズ メのえ さ台への飛来数 と摂食鼎は平行 していた (r-0.9315).
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